





































友』という表題の同人雑誌を定期的に出していた。私たち同人にとって、本作り 作業はもちろん初めての経験で、みんなで書いた自戦記・講座・随筆などの文章は稚拙な内容だっ ただ若者が抱く夢と熱気は充満していたと思う。一九七一年に創刊した『棋友』は、 二年後に諸事情によって休刊することになった（通巻で一三号） 。　
一九七三年二月。前年に四段に昇段して棋士になった私（当




た。 《 「棋友」有難う。こ テの雑誌は大好きです。マラソン大会からミジメ君の話まで、全部読みました。休刊は、なんとも残念です。おヒマ 出来 した 、ぜひ遊びに来てください何人で来られても歓迎します》とい 文面だった。　
私はとてもうれしかった。その好意に甘えて、同人仲間で弟
弟子である沼春雄三段と一緒に、山口の自宅を訪れた。白亜の洋館風の建物だった。私 ちは応接間に通された 奥 壁には、高さ三メートル、幅四メートルほどの大きな書架が設置さ ていて、文学全集、事典、美術書などがぎっしりと並んでいた。　
山口は、自宅で定期的に棋士から指導を受けていた。その棋























中原名人と角落ちの手合いでお好み対局を指す企画 ある。山口が「テレビ将棋はなあ……」と渋った様子 見せる 、巨泉
が「中原なんか、やっつけちゃいなさいよ。別にハゲなんか気にすることは いでしょ」と、励ましとも冷やかしともつかぬことを言って、一同は大笑いした。　
夕食の時間になると、みんなで地下の食堂に席を移し、治子






































た気持ちと、健康上の理由からだという。将棋を指すと血圧が上がり、アイスノンを頭に巻いて指すこともあった。ほかに、あるトラブルが起因したようだ。詳細については言葉を濁したが、山口がとくに親しく ていた二人の棋士と考え方で行き違いが生じ、不和になったという。山口 思い入 が深くなるにつれ、それを鬱陶しいと感じた状況があったのかもしれない。　
山口はその後、甲子園で活躍した地元の都立高校の野球部
応援したり、温泉旅行に出かけ り、水彩画を描い りし 、余暇をのんび と過ごした。　
一九八七年に河口俊彦六段、観戦記者の東公平らが中心に
なって「将棋ペンクラブ」が設立され 将棋ジャーナリズムの活性化、将棋に関わる イターの待遇改善、文壇将棋会の開催、などを趣旨にした。山口はその際に相談を受けた。趣旨に賛同するとともに 優れ 文章を書いた人たちに贈る「 ペ
ンクラブ大賞」の選考委員を引き受けた。さらに、山口は以前に勤務していたサントリーに持ちかけ、大賞の賞金を協賛するよう 話をつけてくれた。　
山口は、将棋ジャーナリズムの確立をかねてから提唱してい
た。良い批評家がいない世界は発展しないと考えていた。その意味で、観戦記者らの地位や待遇の向上を願っていた。実は、山口は作家になる前、少な スペースで簡潔に書かなくてはけない、 新聞の将棋欄の観戦記を読んで文章を勉強したという。とくに加藤治郎名誉九段の観戦記 参考になったそうだ。　
私は、山口が長期連載していた『男性自身』シリーズでの軽
妙で滋味あふれる筆致が好きだった。一九七八年から成人 日（当時は一月一五日）の新聞紙上にサントリーの広告が毎年掲載されたとき、山口は新成人に向けて簡潔なメッセージを送った。年に一回のうえに、翌年は対象の読者は変わるが、 も素晴らしい内容だった。そのひとつを抜粋 紹介する　《二十歳の諸君！
　
今日から酒が飲めるようになったと思っ





























口の子息の山口正介（作家で映画評論家）をたまに見かけることがある。 席が隣同士 なると、 生前の山口や山口組のメンバーについて雑談をかわ 山口の自宅にあった五組の立派な盤駒のことを聞くと、ある伝手を してすべて処分したという。話しぶりでは、安価にたたかれたようだ。子息は将棋を指さないので仕方ないが 誰か 形見として一組でも譲っていたらよかった にと、私は残念な思い した。 【文中敬称略】
［将棋棋士・九段］
　
